




Korean Peninsula Artifacts in the Late Kofun Period in Eastern Japan 





























































　鉄製小型方形板革綴冑は，頭頂部に配される屈曲楕円形金具 1 点と地板である小型方形板片 2 点
が出土している（図 1‒1～3）。報告書では，いずれも不明鉄器として紹介されている資料である。屈
曲楕円形金具は内湾しながら緩やかな角度で立ち上がり，中位で上方へ屈曲して端部を鉄包覆輪に
よって仕上げている（図 1‒1）。小型方形板片 2 点のうち 2 は，幅広の円頭小札状をなし，不明瞭な














1‒3）。2・3 ともに，伴出した 2 領の小札甲を形成する小札とは，形状・厚さが明確に異なる。また，
縦横方向に緩やかな湾曲が観察され，冑の鉢を形成する地板としてふさわしい。
　小型方形板革綴冑は，日本列島では，他に出土例がない。朝鮮半島では，韓国陜川玉田 M3 号墳
出土資料（図 1‒4），同陜川磻溪堤カ A 号墳出土資料（図 1‒5）の 2 例が知られている。
　陜川玉田 M3 号墳出土資料は，30 枚前後の小型方形板で鉢部を形成している。小型方形板は細か
く破断したものが多く，正確な枚数は定かではない。頭頂部には，上端に鉄包覆輪を施した屈曲楕
円形金具を配している。



















片に分離し，7 枚の部品（矧板 a～g）が確認できる。厚さ 2 mm の鉄板を裁断して矧板を成形し，
頭径約 5 mm の型打鋲を用いて芯々間 12 mm 前後の間隔で連接している。
　破片 1 は右眼孔部とその前方部分，破片 2 は左眼孔部とその前方部分である。破片 3 は右眼孔部
上方にあたり，破片 1・4 に接合する。眉間板である矧板 b に矧板 e を上重ねしており，この矧板
b・e の存在により，天井部が複数の矧板により構成されることが明らかである。破片 4 は面覆部右
後方にあたり，破片 3 に接合する。矧板 b，e にほぼ直交して矧板 g を上重ねし，さらにこれを眼孔
部後方の側板である矧板 f に上重ねしている。これらの観察から埼玉将軍山古墳の馬冑には，眉間
板を左右に分割成形し，これを中央の筋板によって連接する構造の面覆部が復原される。
　東アジアの鉄製馬冑は，朝鮮半島の加耶・新羅地域で 15 点，高句麗地域で 1 点，中国遼寧地域で
3 点の出土例があり，日本列島では和歌山県大谷古墳出土資料［和歌山市教育委員会 1959］が知られ

























10 号墳出土資料（図 3‒2：鄭・申 1983）や陜川玉田 M35 号墳出土資料（図 3‒3：趙ほか 1999）に近




　蛇行状鉄器は，現在 5 点の破片が存在し，2 個体分が確認される（図 4‒1）。1・2 は蛇行部，3 は
U 字状部とこれに直交する蛇行部の一部，4・5 は U 字状部の一部である。1 と 3 は，ともに蛇行部
の U 字状部近い強く屈曲する部位を含んでいることから，明らかに別個体である。これに対し，U
字状部近くの強い屈曲部位が見られない 2 は，3 とは直接接合しないものの，同一個体である可能
性が高い。U 字状部の一部である 4 は，蛇行部との接合位置に近い直線的な部位を含むことから，
同じ部位を残している 3 とは別個体と考えられ，1 の U 字状部の一部である可能性が考えられる。5
はいずれの個体のものかは不明である。
　蛇行状鉄器は，高句麗古墳壁画の表現や行田市酒巻 14 号墳出土の馬形埴輪（図 4‒2：太田・滝沢
1988）から，馬の鞍に取り付けられる旗竿としての機能をもつ器物であることが明らかである。朝
鮮半島では，晋州水精峯 2 号墳出土資料（図 4‒3：定森ほか 1990），陜川磻溪堤タ A 号墳出土資料
（図 4‒4：国立晋州博物館 1987）加耶・新羅地域で 15 点，日本列島では，埼玉将軍山古墳出土資料 2
点のほか福岡県宗像市大井三倉 5 号墳出土資料（図 4‒5）など計 8 点の出土例があり，高句麗古墳




















　竪矧板鋲留式突起付冑は，鉢部の地板 12 枚，伏板 1 枚および頭頂の突起部分とで構成される（図































　鉄製縅孔 1 列扁円頭系小札甲は，出土した小札甲 2 領のうちの 1 領である（図 5‒1）。9 期段階ま
での円頭系小札甲とは別系統に属する頭部が偏平化した形態の小札甲である。綿貫観音山古墳から
は，甲 2 領分の小札が出土しているが，このうちの 1 領が縅孔 1 列扁円頭形小札甲（B 類），他の 1





















　朝鮮半島では，高句麗五女山城 JC 鉄器窖蔵で同形の資料が出土している（図 5‒4：遼寧省文物考
古研究所編 2004）。報告者は JC 鉄器窖蔵を五女山城「第四期文化遺存」に属し，年代を 4 世紀中葉
から 5 世紀初頭とする。これに対し，桃崎祐輔氏は，報告者が年代推定の根拠とした馬具類のうち，
七星山 96 号墓は 5 世紀前半，万宝汀 78 号墓は 5 世紀中葉から後葉が妥当とする認識を示している。
また，JC 鉄器窖蔵出土の二条線引手を伴う鉄製十字文透心葉形鏡板付轡，心葉形透障泥金具，長脚
の 金具などは 6 世紀中葉から末葉とみられるとして，「第四期文化遺存」の年代的下限を 6 世紀後












当を含む JC 鉄器窖蔵出土遺物には，日本の 10 期に重なる資料が多い
（5）
。
　鉄地金銅製十字文心葉形鏡板付轡（図 6‒1）には，出土状況から，金銅製忍冬文心葉形杏葉 3 点
（図 6‒2～4）・金銅製歩揺付雲珠 1 点（図 6‒7），金銅製歩揺付辻金具 4 点（図 5‒8），各種金銅製歩














朝鮮半島では，釜山林石 5 号墳出土の鉄地金銅製十字文心葉形鏡板付轡［朴・宋 1990］や慶州鶏林






















































　小野巣根 1 号墳は，墳丘直径 16～20 m 程の円墳で，一重の堀と埴輪をもち，埋葬施設として墳
丘中央の地表下に礫槨を備える。鉄地銀張製上円下方形素文環頭大刀（図 8‒1）に，三鈴杏葉 3 点

































11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22
1 小野巣根1号墳 （1/2）　2～4 同（1/2）　5 斗洛里1号墳 （1/8）　6 磻渓堤カA号墳 （1/8）　7 埼玉将軍山古墳 （1/4）










化，左右の樹枝状飾の 3 欄から 4 欄への増加，額帯と立飾の鋲留数の 3 鋲から 2 鋲への減少などの
要素を指摘する［馬目 1995］。「出」字形の立飾のみで構成され，遺存状態の良好ではない山王金冠
塚古墳出土資料は，すべて要素を比較し得ないが，最上部宝珠形の偏平化が進行し，正面以外の立







































































因は，墳丘長 60 m 台以下の中・小前方後円墳の増加であり，とりわけ墳丘長 39 m 以下の小型前方
後円墳の著しい増加がこの変化に大きく作用している。ちなみに，近年の集計によれば，群馬県で
は 9 期に 21 基であったものが，10 期には 44 基に増加しており，同様に，埼玉県では 6 基から 33





















門 1 号墳をはじめ，川崎市稲荷塚古墳，同日向古墳，東京都大田区多摩川台 1 号墳，同浅間神社古





















































　6 世紀後半から 7 世紀初頭にかけての時期，『日本書紀』の記事は，朝鮮半島南部の権益をめぐっ
て，新羅・百済との緊張関係が高まっていた様子を伝えている。
　554（欽明 15）年，556（欽明 17）年に小規模な出兵を繰り返したのち，562（欽明 23）年および
600（推古 8）年には，朝鮮半島における対新羅戦闘記事がある。また，591（崇峻 4）年 11 月およ




























































































































田 M3 号墳では，U 字状部に鞍の 金具が銹着している。
鞍の後輪に装着する器物と理解して誤りはないと考え
る。





































板 2 枚を中央右寄りの位置で合わせる造りが上記 2 例と























































45.0 cm，最大幅 11.2 cm，最大高 13.0 cm，踵幅 9.0 cm，
踵高 6.0 cm の大きさに復原され，朝鮮半島・日本列島
出土例のなかで最大の飾履である。




















らに後者を側板 2 枚で構成し，甲と踵で固定する A 型，
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Korean Peninsula Artifacts in the Late Kofun Period in Eastern Japan 
and Contact between Chieftains
OTA Hiroyuki
Korean Peninsula artifacts excavated from the kofun (ancient burial mounds) in Eastern Japan and 
found in the Collections of Keyhole-Shaped Kofun: Kinai Region Chronicle 10th Period, include many 
special items that cannot be considered to have been made within the Japanese Islands. These types 
of artifacts are rarely found in the Kinki region, and many of them have been found in such regions as 
Kyushu and Tokai; from this fact, one can consider that the chieftains of each region had opportuni-
ties to obtain these artifacts through direct contact with the chieftains of the Korean Peninsula and not 
through the central Japanese administration.
It is also a fact that these Korean Peninsula artifacts were grave goods like those often found in the 
same time period in prominent kofun throughout the Japanese Islands; and it has been confirmed that 
in one kofun Korean Peninsula artifacts were found alongside the same types of goods made in the 
Japanese Islands. Based on these findings it is hard to assume that direct contact between the chieftains 
throughout the Japanese Islands including Eastern Japan, and the chieftains in the Korean Peninsula 
was made without the knowledge of the central administration.
In particular, it can be considered that the flow into Eastern Japan of artifacts made in the Korean 
Peninsula is strongly related to the increasing reorganization of the regional chieftains by the central 
administration, which is inferred from the construction of kofun, and evidence of changing communica-
tions between chieftains in some parts of Eastern Japan. It can also be considered to be a phenomenon 
related to the very tense situation with the Korean Peninsula confronted by the central administration 
of that time. There is a strong likelihood that during the period, led by the central administration, promi-
nent chieftains in various parts of the Japanese Islands were broadly involved in negotiations with the 
Korean Peninsula, and taking into account the inflow of artifacts made in the Korean Peninsula, it can be 
assumed that the chieftains in Eastern Japan also had opportunities of participating in the negotiations 
with the Korean Peninsula, and they took on being responsible for the logistics function of supporting 
the constant stationing of military forces in northern Kyushu, and were involved in military operations 
accompanying the organization and mobilization of the chieftains of medium and small-sized groups.
Concerning the circumstances under which chieftains in Eastern Japan came to possess Korean 
Peninsula artifacts, the following possibilities can be considered: they were acquired through oppor-
tunities for direct contact with Korean Peninsula chieftains upon the occasion of negotiations with 
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a foreign country directed by the central administration; and in the course of negotiations with the 
Korean Peninsula, chieftains and those of high social rank from the Korean Peninsula had upon occa-
sion visited Japan, or stayed in Eastern Japan, and these goods were brought in by this group.
Key words: Korean Peninsula artifacts, late Kofun period, Eastern Japan, international environment
